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平成 28年２月 12日 

各 位 

会 社 名 株式会社トランスジェニック 
代表者名 代表取締役社長 福永 健司 

（コード番号 2342 東証マザーズ） 
問合せ先 取 締 役 船 橋  泰 

（電話番号 03-6693-9571） 

 

株式会社免疫生物研究所の新株式取得及び転換社債型新株予約権付社債の引受 

に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年２月 12 日開催の取締役会において、株式会社免疫生物研究所（代表取締役社長：

清藤 勉、群馬県藤岡市、以下「免疫生物研究所」といいます。）が第三者割当により発行する新株式の

取得（以下「本新株式取得」といいます。）及び転換社債型新株予約権付社債（以下「本新株予約権付社

債」といいます。）の引受を行うことを決定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．新株式の取得及び転換社債型新株予約権付社債の引受の目的 

当社は 1998 年に設立し、熊本大学発バイオベンチャーとして、遺伝子破壊マウス作製受託をはじめ

とする基礎研究支援から、非臨床試験、臨床試験、更には診断までカバーした有用なトータル創薬支

援ツールをグループで提供することで、研究者及び社会に貢献することを目指しております。 

一方、免疫生物研究所は 1982 年に設立され、蓄積された技術と信頼を背景に、抗体試薬・診断薬の

製造・開発メーカーとして国内屈指の規模を誇るほか、今後、成長が期待される遺伝子改変カイコの

繭から産生させた有用なたんぱく質を活用した医薬品原料の開発・製造を行っています。 

両社は、2011年３月 11日に包括的業務提携契約を締結し、以来、基幹技術の相互補完、相互の営業

網の活用、共同研究の開始と相乗効果を生むべく取り組むとともに、戦略的な協力関係の構築を協議

してまいりました。 

その結果、この度、両社間の更なる強固な協力関係の構築を図り、もって両社の企業価値向上を実

現すること、更には相互の経営基盤の強化を図ることを目的として、当社による本新株式取得及び本

新株予約権付社債の引受を決定するに至りました。 

このたびの資本参加を機として、当社グループにおいては、免疫生物研究所と当社 CRO（※１）事業

との相互取引の拡充、コンパニオン診断薬開発に関する両社での開発支援、並びに当社ジェノミクス

事業部が有する診断薬シーズに関する実用化・製品化の加速が期待されます。一方、免疫生物研究所

においては、今回の資金調達により、現在、同社が進めている診断薬開発・製造機能の強化に必要な

設備資金が賄える他、当社グループの創薬支援プラットフォームの活用により、近年、開発比重が高

まっている診断薬・治療薬等の医薬品開発に関する研究開発を加速します。両社は資本参加を通じ、

今後、相互の事業発展の戦略的推進をより強固に進める方針です。具体的には以下のとおりであり、

状況に応じて順次段階的に進めるものとします。 

①当社創薬支援プラットフォーム（薬効薬理試験、安全性試験等）を活用し医薬品・診断薬開発を

目指します。 

②免疫生物研究所が有する脂質関連解析技術による、当社 CRO 事業のサービス及び付加価値の拡充

を図ります。 

③当社グループが有する抗体・診断薬原料の製造を免疫生物研究所の GMP（※２）準拠施設を活用す
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ることにより、品質及び収益性の向上を目指します。 

④当社グループが取り組む抗体医薬・診断薬の研究開発に関して、免疫生物研究所の蓄積された抗

体作製技術をもってして加速させます。 

なお、両社は、平成 23 年６月に開催の定時株主総会以降、当社代表取締役社長 福永 健司は免疫生

物研究所社外取締役として、また免疫生物研究所 代表取締役社長 清藤 勉氏は当社社外取締役として

それぞれ選任されております。取締役を相互に派遣することにより、経営への直接的参加を通じて、

提携シナジーの最大化と強固なパートナーシップ構築を図るものです。 

 

※１ CRO ：Contract Research Organization 医薬品開発業務受託機関 

※２ GMP ：Good Manufacturing Practice 医薬品及び医薬部外品の製造管理及び品質管理の基準 

 

２．株式会社免疫生物研究所の概要 

（１） 名 称 株式会社免疫生物研究所 

（２） 所 在 地 群馬県藤岡市中字東田1091番地1 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 清藤 勉 

（４） 事 業 内 容  
医薬品並びに医薬部外品の免疫学的研究、開発、製造及び販売、

受託研究及び受託生産、実験動物の開発、販売 

（５） 資 本 金 1,846百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1982年9月9日 

（７）大株主及び持株比率 

(2015年９月30日現在) 

大株主 
持株比率

（％） 

清藤 勉 17.16 

岩井化学薬品株式会社 3.05 

栄研化学株式会社 1.90 

株式会社ＳＢＩ証券 1.66 

株式会社東和銀行 1.52 

資産管理サービス信託銀行株式会社 

（証券投資信託口） 
1.49 

日本証券金融株式会社 1.44 

BNY FOR GCM CLIENT ACCOUNTS (E) ILM（常任代

理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行） 
1.07 

BNY FOR GCM CLIENT ACCOUNT JPRD ACISG (FE-

AC)（常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

行） 

0.98 

日本生命保険相互会社 0.97 

（８）上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 
相互に取締役を1名派遣・受入れ

を実施しております。 

取引関係 

包括的業務提携契約、ライセンス

契約、製品販売契約、共同研究契

約を締結しております。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 平成 25年３月期 平成 26年３月期 平成 27年３月期 

純 資 産 2,247 2,794 2,619 

総 資 産 2,614 3,147 3,138 
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１株当たり純資産（円） 364.57 422.69 398.99 

売 上 高 800 670 729 

営 業 利 益 8 △107 △181 

経 常 利 益 80 △99 △139 

当 期 純 利 益 153 △114 △158 

１株当たり当期純利益（円） 24.83 △17.99 △24.20 

（単位：百万円。特記しているものを除く） 

 

３．新株式取得の概要 

（１）払 込 期 日  平成28年３月１日 

（２）引 受 新 株 式 数 普通株式205,000株 

（３）引 受 価 額  １株につき978円 

（４）引 受 価 額 の 総 額  200,490,000円 

 

４．転換社債型新株予約権付社債引受の概要 

（１）払 込 期 日  平成28年３月１日 

（２）新株予約権の総数 20個 

（３）引 受 価 額 の 総 額  200,000,000円 

（４）償 還 の 方 法 額面100円につき金100円 

（５）償 還 期 限  平成33年３月１日 

（６）利 率 年率 0.3% 

（７）転 換 価 額  １株あたり1,000円 

（８）行 使 期 間  平成28年３月２日～平成33年２月22日 

（９）当該引受による新株予

約権が全て行使された

場合の当社の株式数 

200,000株 

 

５．異動前後における所有株式数及び所有割合 

（１）移動前の所有株式数 

－株 

（議決権の数：－個） 

（所 有 割 合：－％） 

（２）取 得 株 式 数 

205,000株 

（議決権の数：2,050個） 

（取 得 価 額：200,000,000円） 

（３）移動後の所有株式数 

205,000株 

（議決権の数：2,050個） 

（所 有 割 合：3.04％） 

 

６．日程 

取締役会決議日 平成28年２月12日 

株 式 取 得 日 平成28年３月１日 

 

７．今後の見通し 

 本資本参加の平成 28年３月期の連結業績に与える影響は軽微であり、業績予想に変更はありませ

ん。なお、当社が、本新株予約権付社債の株式への転換を行う場合においては、本新株式取得とあわ

せて、免疫生物研究所の総議決権数の 5.23％の議決権個数を保有することになります。本新株予約
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権付社債の株式への転換については、今後の関係及び連携の強化を図りつつ、その進捗等を勘案しな

がら段階的に判断・実施することとしております。 

以上 


